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●プラス・アーツの活動理念

｀
“J("の人
地域の町白金、自主臓災出 PTA`
おやじの金、爆A金.子供会、
自治体、社会福社協議会、公民館、
児童館、撃校、企業ぃなど
モの地城の購費力向上の支援者

『風、水、土、そして種の話J

“届L'7の人
NPO法人プラス ,アーツ

《わたし)

``111:''

イザ !カエルキャラバン !
レッドペアサバイパルキヤンブ、
麟リーグ、00SAlロエ

=、地昌:TSuMoプ ロジェクト、など

“t"の 人  支援する地域にお儀いの方々

強い種づくりの二つのセオリー

『不完全プラン=ン
グJと『+ク リエイテイブJ



楽しみながら学べるもフアミ|リー向けの

新しいカタチの防災訓練プログラム

■工rL率中→rTンロ
MESSAGE F費 OM 1995 AT X03E

7

「イザ :カエルキャラバン!J開発の経緯

阪神淡路大震災が発生して10年が経つた2005年。
震災の教訓や経験を発信していく企画を考えて欲しいと、

兵庫県・神戸市より依頼を受けました。

▼

.

震災の教翻や経験に関するリサーチを開始。

8



「防災の教訓」に関する調査

冒

常

被災者167人へのヒアリング

瘍

インターネット

闘

日賊ミュージアム

「防災の教訓Jに関する調査

被災者に教えてもらつた防災に関する知識・技

ラップをお皿に広げて
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調 査・ 研 究

被災者インタビユー

アンケート、など

「イザ !カエルキャラバン!J とは

1停撃.しながら準しく学■
1防災体験プログラムJ ＋

↓

1躍鵠 :
|  ■ t‐

■工JL率ャ号″Tン :
MESSAGE F費 OM 1995 AT КOBE

↓
様々な人が関わり合う

防災のお祭りとしての定着ヘ



教訓を楽しみながら学ぶプログラムに

●被災者に教えてもらつた防災の知識・技

「お皿にラツプを広げて」 そこらにあるもので運んだ」

m8jく り
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